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唐桑地区では、猿に見立てた丸い人形を竹ばねではじき、災いをはじき去るという意味を込め

た「はじき猿」作りが行われています。

御崎神社祭典などで販売されるもので、250 年以上の歴史があり、以前は地区内の多くの家で

作られていましたが、現在作り手は唐桑町神の倉の千葉久悟さん（86 ）をはじめ3 人だけとなりま

した。

「はじき猿」のはじく部分は、竹ひごをほどよく曲げて作り、クルクルと回って福を呼び込む

「風車」は竹の皮を細かく編んで作っていきます。

千葉さんが、「はじき猿は、悪事災難、火事火難、盗難除けのお猿さん。七難八苦はじいて宝

しょい込む福の猿と言われています。今年はコロナウイルスが収まってみんなが笑顔で暮らせる

といいですね。」と話していたことが印象的でした。
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気
仙
沼
上
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
（
橋

本
典
子
会
長
）
は
長
年
に
わ
た
る
地
域
福
祉
活

動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
厚
生
労
慟
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

活
勁
の
自
慢
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

へ
届
け
る
手
作
り
弁
当
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

毎
回
、
季
節
に
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、

3
0年
間
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

年
度
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
手
作
り
で
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
自
粛
。

年
に
２
回
開
催
し
て
い
た
交
流
事
業
も
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
お
弁
当
は
手

作
り
で
は
な
く
、
業
者
に
発
注
し

た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
こ
と
や

会
員
の
温
か
い
気
持
ち
を
つ
づ
っ
た
お
手
紙
を

添
え
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

橋
本
会
長
か
ら
は
「
歴
代
の
会
長
や
会
員
の

方
々
が
活
勁
の
基
礎
を
築
き
、
活
勁
を
守
っ
て

き
た
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
社
協
と
連
携
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動
が
で
き
、
あ
り
が
た

く
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
思
う
よ
う
に
活
勁
が
で
き
ず

に
い
ま
す
が
、
早
く
本
来
の
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
皆
さ
ん

に
感
謝
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

「
気
仙
沼
上
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
」

令和2年度 歳末たすけあい募金による配分についてのお知らせ

今年度も 市民の皆様からたく さんの善意をお寄せいただき、心よ０感謝いたします。

子どもから高齢者までの幅広い分野に対して、地域での交流

を深める事業や、地域の課題解決に向けた活動に取リ組まれる

よう配分を決定しました。

なお、皆様からご協力いただきました募金総額につきまして

は、改めて本紙面でご報告させていただきます。

個別配分

・在宅長期寝たきリ等

要介護世帯

・長期入院者

(市内の病院

に１年以上入

院さ れている

方 ）

⑩

福祉団体等及び福祉活動への配分

・地区社会福祉協議会活動

・障害者福祉施設及び事業所等交流活動

・新入学児童への安心・安全の支援事業

・障害 ・母子等福祉団体、

家族会等事業

・子育て支援事業

・本吉支所生活相談所【場所･ 市社会福祉協議会本吉支所】

電話42-2231( 月曜日･9時30分～11時30分)でお受けしております。(祝日はお休み)



!11

1 社協だより202121

爾 宮城県共同募金会赤い羽根共同募金

｢みやぎチャレンジプロジェクト｣助成事業
宮城県共同募金会では、1月1日から3 月31 日までの期間で、エントリーした団体が地

域の課題解決に取り組むために必要な活動費を、個人や企業に自らの活動を伝えながら募

金協力を呼びかける「みやぎチャレンジプロジェクト」を実施しています。本市からは

次の団体がエントリーしています。

ﾀﾞ
頒勲●　

川川川川卜

一 般 社 団 法 人

か も み ～ る

障がいをもった人たちも

みんなもイキイキと

暮らしたい!

男 昌 匹3-3-7

電話２８-９９６８

このプロジェクトについて詳

しく知０たい方、寄付によ０

活動を応援したい方は、宮城

県共同募金会のホームページ

でご覧になっていただくか、

それぞれの窓口まで

直接ご連絡をお願い

します。

社会福祉法人宮城県 共同募金会

ホームページ

ａｋａｉｈａｎｅ-miy ａｇｉ.ｏr.jp

13
｢心配ごと｣

｢困りごと｣ の相談は…

Mｌ ｉj りＷ ５～

一 般 社 団 法 人

気 仙沼あ そび ーば ーの会

震災を機にできた10 年目の

子どもの遊ぶ場を

続けていきたい！

ﾐう1U万ん回回F
町洞沢133

電話４８-５５６４

ﾌﾟレ ーパークけせんぬま

一 般 社 団 法 人

プ レ ー ワ ー カ ー ズ

「遊び」の 貧困に

立ち向かいたい ！

ﾐ回1ﾂj ‾yでぶ宍t
沢190-3

電話022-397-7507

※法人代表住所は名取市です

子育 て 支援 わくわく

け せ んぬ ま

ママと子どものための
フリースペースを

続けたい！

〒988-0825気仙沼市田尻沢190-3

電話080-6030-6337

階上 地 域 まちづくり

振 興 協 議 会

災害から生命をつなぐ
語り部を次世代へ!

〒988-0222
気ｲ山沼市長磯船原20

電話090-8256-9799

・ふれあい相談センタ ー【場所･ 市社会福祉 協議会本所】

電話22-0709( 月･火･水･金･9時~15時)でお受けしております。(祝日はお休み)
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はじめよう！広げよう！　支えあいの地域づくり

｢ 地 域 の お 宝｣ 紹 介
二 ∩　 ｜・II:？S絢Ｖ／りＪ』 Ｊ`７・lS ／ ■Ｖ ｆ ノ‘７
無 兄帚 ぶ言半 犬劈命⑤ や碗亘ﾙﾀ頌゙ よ⑤谷 庶亘

彩
卜

本会では、生活支援体制整備事業を気仙沼市より受託し、地域支え合い推進員を配置

して、みんなでつくる支えあいの地域づくり、そして地域が元気になる取組みを推進し

ています。

推進員が各地域に伺う中で、住民同志の支えあいをたくさん見つけました。

これこそ「地域のお宝」。みなさんの身近にも、お宝はいっぱいあるはず。

今号も地域支え合い推進員が見つけた「地域のお宝」を紹介しま～す。

「地域のあ宝」ヒは

特別に意識せずに行われていることが、

つながリづくリの場になっています。

これをこの事業では「地域のお宝」

見守りや情報 交換、

と呼 んでい ます。

田谷･九条1 区いきいき会は、月･水･金の週3回、

午前9 時からお昼頃まで田谷公園でグラウンドゴ

ルフを行っています。毎回15 名ほどの参加があり、

3、４チームに分かれてコースを回ります。

休憩時間には、その曰の調子や最近の出来事な

どおしゃべりをしながら、水分補給をします。ま ∠り

た、後半のプレーを元気に行うため、もぐもぐ夕

イムでエネルギー補充も欠かせません。

｢毎曰元気に過ごせるのは、ここに来て楽しく

体を動かしているから」「ｲ可より健康が一番！」と健康づくりのー環として仲間とー緒に曰々楽し

んで活動しています。

☆こ､Ｃガ イチ押し ！

隣り合う行政区が一緒に活動することで交流の幅が

広がり、参加者だけでなく地域も明るく元気です。

全国の介護サービス事業所の情報を見ることができます。

介護サービス情報公表システム　http  / ｗｗｗ.ka190kenｓakｕjp/
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坦 　
南町2区自治会では、定期的に映画鑑賞会を開催しています。これは平成29 年、地区内に2 つの

災害公営住宅が建設されたことを皺に、住民同士の交流を促進し、新たなコミュニティを作るた

めに始まりました。交流事業を開催するにあたり、事前に住民からアンケートを取つて映画上映

会を行うことが決まりました。

これまでに上映された映画は「ロ ーマの休曰」「七人の侍」「南極料理人」「男はつらいよ」シ

リーズ、「赤穂浪士」など昔懐かしい名作ばかり。参加された皆さんからは、「―緒に映画を見て

感想を語ることで仲間意識が生まれます。次の映画は何だろうと話しながら集まるのを楽しみに

しています。」と笑顔がこぼれます。

自治会長の村上さんは「年配の方々が多い

地区です。映画鑑賞会の他にも、お話合い会

ｉ や会報を作成するなど、交流や情報発信に取

｜ り組んでいきたいです。」と話していました。

☆こ､Ｃガ イチ押し ！

アンヶ一卜の実施など、住民の声

を取り入れながら活動をしています。

萍曰辺区 　Ir 事業1＝
山田地区生活支援互助会では、令和2 年7 月より移動手

段を持たない方々を対象に、市から無償貸与を受けた車

両を利用して移動支援サービス実証事業を行っています。

１月８曰現在の利用申込者数は30 名、そのうち実利用数

は16 名となっており、地域の運転ボランティア11 名の

協力を得て、水曜曰～金曜曰の週3 曰実施しています。

これまでの主な利用目的地は、スーパーや本吉病院、金融靉関などが多＜、本吉地域以外でも、市

立病院や整形外科への通院に利用されてい ます。

また、利用されている方々を 対象に「移動支援サービ ス利用

者アンケート」が実施され、「とても安心して通院できます。」「山

田地区住民にとっては毎曰の生活に必 要ですので、このサービ

スを存続させて欲 しい。」など、この事業 の必 要性や 、利用者

の満足度の高さが感じられる声が出てい ました。

3月までの実証事業ですが、来年度以降については、今後検討していくこととしています。事

務局の芳賀さんは、「遠慮なく多 ＜の方に利用してもらいたい。」と話していました。

瀦 ☆こ､Ｃガ イチ押し ！

長年かけて地域の 果題解決に向けた 舌し合いを重ね、事業展開につながりました。地

域の支え合いの仕組みづくりができており、住民がボランティア意識を持って取り組ん

でいます。

全国の障害福祉サービス事業所の情報を見ることができます。

障害福祉サービス等情報公表システム　https://ｗｗｗ.ｗam.9０j p/sfkohyｏｏut/COP000100E0000.d ｏ



６ １

202121 社協だよりISI･

～みんなのふだんのく1;しのたあに～

新月地 区社協地域住民懇談会

新月地区社会福祉協議会では、令和2 年12 月

１曰、地域の健康課題に気づき、今ある活動が

フレイル（虚弱）予防に効果があり、より工夫

することで安心した生活につながればと懇談会

を開催しました。

地域包括ケア推進課の職員から「健康長寿の

まちづくりのための生活実態調査2019 」の結

果報告と、地域支え合い推進員から、気仙沼市

内の事例を紹介しました。その後、地区社会福

祉協議会の吉田会長を座長に、新月地区の活動

について参加者からお話を頂きました。

※新月地区社会福祉協議会では、地区住民ヘフ

レイルの注意喚起と予防実践の資料を配布す

る予定です。

９９９９　こんな お話 があ りました　９９９９

●「新月グラウンドゴルフ協会です。特に変わったこと

はしていません。みんなで集まリ、スポーツを楽しんで

います。障がいのある方も集いに参加します。参加しや

すい雰囲気づくリ､自分から参加することが大切です。」

●「保健推進員です。研修で勉強したことを集いの場で皆

さんにお伝えしています。お互い知っている知識の共

有をします。」

大谷地区社協日門地域住民懇談会

令和2 年12 月13 曰、曰門地域住民懇談会が開催さ

れました。

23 名の地 域住民 の方々が参加さ れ、始 めに、社会

福祉法人春圃会 による曰門地域で行 つたフレイ ルに

関するアンケート調査結果の報告後、昨年開催した

住民懇談会の結果をもとに懇談しました。

曰門地域振興会大原会長 は、「月１［亘］行 つていたお

茶飲み会が、コロナの関係で実施できていない状況

ですが、少人数でもいいので、好きな時に集まれる

場所として、ぜひ曰門コミ ュニティセンターを活用

して欲しい。」と話していま した。

津谷地区社協地域住民懇談会

９９９９９９　こ んな お 話 があ り ま し た　 ９９９９９９

●ベンチがあるだけで良い から、子どもたち が気軽

に集まれる場所があるといいな。

●バス 停も 遠い し、買 い 物 や通院 の移 動 が大 変に

なってきた。

●隣近所も遠く、防犯の関係 が心 配。

津谷地区ミニ社協単位に、平成30 年3 月に策定された地

域福祉活動計画を再確認しながら、現在の地域の状況や、

普段の生活の中で感じていることなどについて意見交換が

行われました。

今後様々な災害が考えられることから、地域での対応の

仕方の検討や、

困りごと への

対応など、短

時開でも内容

の濃い情 報交

換ができ てい

ました。

６･９　こんな お話があり ました　９９

●地域の避難訓練の実施は大事なことと感じ

ている。

●独居の方も多くなリ、関係機関との連携が

重要になってくる。

●地域で防犯パトロールを行つているが、住

民は回つてもらっているという安心感があ

る。

●日頃の交流の機会が少なくなリ、コロナ禍

での地域活動のあリ方を危惧している。

●山田地域の移動支援サービスのような備え

をしていかなくてはならない。移動でどれ

だけの人が困つているのか、住民に対して

アンケートをとってみてはどうか。
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喜 び を感じら れる活 動 を ～団体・企業の社会貢献活動～

気仙沼ライト ハウスは、平成30 年に発足し、フード バン

ク活動やお茶つこ会 、食事会などの交流会の開催、ボラン

ティア活動など幅広い活動に取り組まれています。ふうど

ばんく東北ＡＧＡＩＮとの協力関係で立ち上がった「気仙沼ラ

イトハウスフードバンク」では、フードバンクの食品を活

用した「みんなのおやつタイム」があります。この事業は、

会場を借りて大勢の方々に楽しく面白くフードバンクの紹

介や食品提供を兼ねた交流会です。現在コロナ禍において

お休みしていますがフードバンクの活動自体は続いていま

す。食品は非営利団体にだけではなく個人の方もお気軽にお使いいただけます。これらの活動を通し て地

域の交流を促進すると共に、ふれあいの場を提供することで生まれてくる絆や情報交換などにより個々の

必要性が満たされていく大切な場となっています。ｲ戈表のキース・モアさんは「人と人とがつながること

が犬切。活動を通じ、少しずつ助け合いの輪が広がっていけば嬉しい。」と話されていました。

気仙沼ライト ハウ ス

電話090-2951 -1 561

※フードバンクとは

安全に食べられるのに包装の破損や過

剰在庫､印字ミスなどの理由で､流通に乗

せることができない食品を企業などから

寄贈していただき､ 必要としている施設や

団体等に無償で提供する活動です。

地 元 団 体 ・ 企 業 に よ る 社 会 貢 献 活 動 を 紹 介 し ま す ！

社協だよりで は、地域とともに歩 み、地域を支える社会貢献活動を紹介し

て まいり ます。

「うち はこんな活 動を している」と いう 団体・企業 の皆様、 また 「あそこ

はこんな活動をしている」という情報をお 持ちの方は、ぜひご一報く ださい。

また、地域貢献活動 についての相談も受 け付けており ますので、お気軽に

ご相談く ださい。

お 問 合 せ ・ 連 絡 先　 気 仙 沼 市 社 協（22 －0709 ）

｢～けせんぬま地域団体活動紹介～

あづまつページ｣作成しました

本会では、気仙沼市から生活支援体制

整備事業を受託し、支え合いの地域づく

リを進めています。この事業の一環とし

て、地域活動への理解促進と、何らかの

支援が必要になっても地域とのつながリ

を途絶えることなく、暮らし続けられる

地域づくリを目指し「～けせんぬま地域

活動団体紹介～あづまつページ」を作成

しました。

表紙ＩＰ　Ｘ誤４

０ 正４
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社喪福祉銑人こ1?;1r:会徊祉協腫会

気仙沼の方言である「あづまっぺ（集まろう）」と「ページ」を組み合わせタイトルにしています。

今回は老人クラブ連合会加人団体と市社協登録ボランティア団体の中から、40 団体を掲載しました。活

動内容や団体の自慢を1［EI］体1ページで紹介し、いきいきと楽しい雰囲気が伝わってきます。

「あづまつページ」は、市内の居宅介護支援事業所（ケアマネ事業所）や公民館、関係機関等へ配布のほ

か､本会ホームページでもご覧いただくことができます。これからも掲載団体を増やし､ 地域のお宝でいっ

ぱいにしていきます。

令和２年12月１曰発行社協だより第89 号にて以下のとおり一部記載内容に誤りがありま
11;FIれllfi ¶11F1111　した。ここにお詫びして訂正いたします。

面瀬川ふれあい農園において焼き芋大会が開催されました。

面瀬川ふれあい農園において、面瀬川ふれあい農園運営委員会と気仙沼ライトハウス主催の焼

き芋大会が開催されました。

プルタブの受付は終了しました。プルタブはアルミ缶と一緒にリサイクルをお願いします。
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第３期気仙沼市地域福祉計画・気仙沼市社会福祉協議会地域福祉活動計画

PＲボスターがでＧあがりました
本会では気仙沼市と連携し、第3 期気仙沼市地域

福祉計画・気仙沼市社会福祉協議会地域福祉活動計

画をひとつにまとめ策定し、取０組んでいます。

このたび、この計画を広くお知らせし、地域福祉

活動への理解と参加をすすめるためのポスターを作

成しました。身近なところからできる活動を分か０

やすくイラストでも紹介してお０、地域の自治会館

等に掲示をお願いする予定です。

基本理念「地域でみんながふれあい支えあって自

分らしく安心して暮らせるまちづく０」を実現する

ために、市民の方々や地域団体・事業者の皆様、行

政、社協がそれぞれの役割を担い、力を合わせ、み

んなで推進していく計画です。

皆様のご理解とご参加をよろしくお願いいたします。

◇この計画の説明や、地域で行う支えあい活動のご

相談をお受けしています。いつでもご連絡くださ

い。（電話22 －0709 ）
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友仙沼市と貳仙沼市社会福祉協眼会が通携し ，地域憲談会の闘催を
生活課題を把樋し，息見を反映させな から策定しました。
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本会を 「地域の皆さんにもっと知つてもらいたい 川 「身近に

感じてもらいたい 川 という思いと、更なる地域福祉の推進を図

るため、地域の皆さんに愛さ れるようなマスコツトキャラクター

のデザインを募集します リ

●募集内容｢ 気仙沼市｣｢ ふくし｣｢ ささえあい｣｢ たすけあい｣ などをイメージしたもので、本

会及び福祉を身近に感じてもらえるような親しみやすい牛ヤラクターデザイン。

●応募資格　どなたでも( プロ・アマ問いません)

●応募期間　令和3年3 月1日～令和3 年5 月31 日

●応募方法　 専用の応募用紙にて、郵送、持参、電子メールのいずれかで応募する。

●結果発表　令和3年7 月を予定

※詳しくは｢ 募集要項｣ をご覧く ださい ※

｢募集要項｣｢ 専用の応募用紙｣ については、ホームページからご覧いただくか本会窓口に

てお渡しします。

ご意見・ご感想など、お待ちしています。

TEL0226-22-0709 ／FAX0226-22-4467　E-mail : ke ｓhakyｏ＠ｗａtch.ｏｃｎ.ｎｅjp ダ
この広報紙は｢ 赤い羽根｣

共同募金の配分等によ っ

て作成し ましたO
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